
企
部
古
践
志
巻
廿
三

金
制
仲
家
柄
の
町
人
の一

人
に
て
、
目
配
械
を
平
野
展
.
氏
を
山
岸
と

m

し
、
世
々
牛
助
と
呼
べ
り
。
十
二
時
定
性
元
総
十
四
年
金
深
町
人
奔

領
屋
敷
列
町
役
等
赦
免
取
調
書
民
、
平
野
屋
宇
幼
.
点
字
二
年
町
年

寄
就
v
紋
ι一仰
付
一
町
役
御
赦
菟
、
町
中
よ
り
品
出
荷
。
と
あ
り
て
、
数
代

居
住
す
と
い
へ
ど
も
.
明
治
段
排
の
後
容
柑
附
し
て
家
屋
を
資
却
し
‘

子
係
途
に
絡
炊
す
と
-E
ふ
。

Rb
尚早
V

O
平
野
屋
牟
助
傍

由
緒
牲
に
一
耳
ム
。
元
組
牛
助
は
.
河
内
閣
千
野
の
者
陀
て
‘
山
岸
宇

助
と
一
E
ひ
、
上
方
陀
於
て
利
家
卿
の
御
用
を
命
ぜ
ら
れ
、
金
部
御
入

披
の
刻
被
ν
翁
ν
召
、
御
跡
よ
り
罷
下
り
、
則
ち
御
披
下
尾
坂
下
に
居

屋
敷
邦
制
し
、
平
野
屋
牛
助
と
名
品別
り
、
此
時
よ
り
代
L
K

御
目
見
被
a

仰
付
吋
波
長
七
年

二
月
桜
す
。
二
代
千
野
屋
道
知
は
、
利
常
卿
よ
り

上
使
病
被
=仰
付
一
中
町
民
於
て
居
屋
敷
拝
領
、
風
呂
場
等
ま
で
銭
ν
建

被
v
下
。
且
御
印
井
K
御
民
鎮
ま
で
頂
鍛
被
z
仰
付
↓

長
潮
五
郎
右
街
門

筑
前山
寸
線
御
訟
に
付
而
、
金
様
子
野
屋
牛
助
拝
領
地
之
儀
建
司御
耳

御
印
被
ν
下
候
。
以
上
。

H
H

-
同

区
L
F

何ク
m
n
AU

一
口
M

J& 
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波

野

勝

左

術
門

御
茶
入
井
判
金
紋
拾
枚
・御
者
上
下

奔
領
被
v
箆
且仰
付
寸
公
方
械
御
成

之
刻
も
.
江
戸
へ
相
田
川可
v
申
旨
.
御
老
中
よ
り
車
中
山
首
を
以
て
被
a
仰

今
度
皆
々
此
地
御
見
廻
巾
上
皮
之
官
.
御
耳
陀
相
立
巾
底
.
御
栂
北
町

之
思
召

K
候
。
御
成
之
刻
、
御
用
可
=申
諮
一
由
得
意
に
候
。
乍
=大
俊一

被
a
相
危
一
来
月
十
六

七
日
時
分
下
活
候
様
陀
被
a
能
立
-克
候
。
恐
k

秘
言
。

月
刊
七
日

主苛

申書 811 

大

苑

央

図

守

1可

内

守

央

平

野

屋

道

知

老

金

屋

宗

仁

老

越
前日
血
次
郎
兵
衛
殿

越
前
屋
孫
兵
術
殿

お
就
ν
払
ι
仰
川
一
則
琵
越
膳
.
御
4

旧
日
院
葱
子
茶
道
役
被
ν
第
一
-
仰
何
一
御
用

相
湖
、
御
料
迎
頂
滋
・
奔
領
物
被
a
仰
付
吋
目
御
上
裕
之
刻
・
錦
ν
伺
=御

機
蛾
-
能
車耳
、
御
逗
印
刷
之
内
京
都
に
相
誌
、
御
腕
閣
の
時
分
館
所
勝
之

茶
入
拘
侃
仰
付
け
ら
れ
、
御
飾
柄
之
腕
・
明
度
々
奔
側
、
且
口
切
之
御

金
源
古
蹟
志
怨
廿

/I. 

民
間制
お

一
昨
世
申
越
候
。
さ
く
じ
い
か
ピ
い
た
し
候
や
。
何
ほ
ど
出
来
伎
や
.

承
皮
候
。
恐
々
誠
言
。
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共
方
乎
前
に
め
づ
ら
し
き
茶
入
有
ν
之
山
・
御
み
h

k
相
立
候
。
今
納

長
如
庵
所

へ
御
成
之
刻
、
モ
と
と
し
か
け
に
て
御
覧
可
ν
被
v
箆
ν
成
旨
、

御
誌
に
候
僚
・
い
か
陀
も
沿
ん
み
つ

に
い
た
し
、
そ
と
る
ぢ
ま
で
も

ち
て
可
ν
会
候
。
は
や
/
¥
い

そ
ぎ
可
ν
申
a

候

Hι
。

十
月
十
九
日

寄手

庖

干

の

や

会

る

右
茶
入
則
ち
持
参
・
御
腰
師
陣
陀
て
入
a
御
覧
吋
共
の
後
小
網
越
州
へ
被
v

逃
・
平
野
文
琳
と
名
付
け
ら
れ
、
名
物
K
相
成
に
付
・
料
物
可
v
器
ν
願

旨
被
ι
仰
出
-故
、
何
に
て
も
御
茶
入
拝
領
仕
度
旨
申
上
げ
h

る
出
内

茶
・御
希
毎
年
指
上
。
究
永
寸
年
六
月
間
四
す
。
=
一代
平
野
屋
キ
助
も
.

貌
同
事
上
使
宿
相
勤
め
け
る
底
、
立
永
十
三
年
御
披
下
町
谷
之
刻
、

御
披
へ
被
v
骨
伊
召
.
町
制
之
御
給
闘
を
以

τ、
勝
手
宜
し
き
ク
所
可

申中
ν
願
旨
被
斗仰
向
一
只
今
混
在
居
屋
敷
地
器
ν
開
成
.
町
並
渡
行
之
外
に

問
問
題
り
長
く
被
v
下
、
朴
汁
御
植
木
迄
拝
領
被
a
仰
付
ゴ
且
鏑
子
三
十
郎

出世御
野
被
ν
遊
.
仰
目
見
仕
成
、
児
小
綿
花
被
a
召
出
一
家
総
三
百
石
被
v

下、

山
岸
三
十
郎
と
名
乗
、
毎
年
江
戸
御
供
被
i

一仰
何
一
盛
ね
て
武
百

石
御
加

m
.都
合
五
百
石
被
v
下
。
共
澗
牛
助
能
、堂
形
加
慨
米
務
行
被
一仰

何一

部
挑
方
制
動
、
御
直
結
之
御
舎
御
印
物
・
定
住
等
頂
級
相
務
。

小
松
御
隠
居
後
、
小
松
へ
相
訪
.
殺
愈
之
御
脇
刺
拝
領
被
i

員一仰
付
↓
綱

紀
卿
御
家
骨
之
節
.
江
戸
へ
罷
越
、
御
希
献
上
.
御
懇
之
御
意
陀
而

御
料
理
被
ν
下
、
御
紋
付
。
御
小
納
拝
伺
被
団仰
付
一
御
抱
昨
捌
之
節
‘
錦
v

伺
a
御
容
挑
-
飛
脚

E
以
申
上
。
政
安
三
年
間
十
月
減
。
四
代
平
野
屋
キ

助
、
父
忌
明
の
上
.
小
松
へ
慌
越
.
父
遺
物
献
上
、
名
も
牟
幼
と
可
v

改
旨
・
持仲
間
玄
蒋
殿
を
以
被
a
仰
出
一
御
目
見
被
z
仰
付
吋

五
代
宇
助
以

後
、
金
部
町
年
寄
役
相
勤
と
云
L
K

。

O
伊
勢
佐
屋
跡

桜
堤
町
の
絞
屋
と
栴
し
.
間出躍冊
中
は
紳
殿
飾
主
な
し
た
り
。
此
の
放

jt 




